
　　
伸伸ノ
ブ

ささ
んん
のの
シシ
ネネ
ママ
トト
ーー
クク

鈴鈴
木木
　　
伸伸
夫夫

　
伸ノ
ブ

さ
ん
の
シ
ネ
マ
ト
ー
ク

鈴
木
　
伸
夫



第
三
十
四
回
「
黒
澤
と
プ
レ
ス
リ
ー
」
②
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オー・ソレ・ミオ（私の太陽）

　　　　　　　　　　作曲　エドゥアルド・ディ・カプア

　　　　　　　　　　作詞　ギアヴァニ・カプロ

　　　　　　　　　　訳詞　徳永政太郎

はればれと　ひかりさして

あらしすぎし　あおきそらは　うるわ

はればれと　ひかりさす

されど　なお　かがやく

うるわしのひかりよ　そのひかりこそ

いとしのすがたよ　（以下略）

イッツ・ナウ・オア・ネヴァー
（IT’S NOW OR NEVER）

　　　　　　　　　　作曲　エドゥアルド・ディ・カプア

　　　　　　　　　　作詞　アーロン・シュローダー

　　　　　　　　　　　　　ウォーリー・ゴールド

　　　　　　　　　　訳詞　川越　由佳

今を逃したらチャンスは二度とない

　（IT’S NOW OR NEVER）

ここへ来て抱きしめて

ダーリン、キスをして

今夜、僕のものになっておくれ

明日では遅すぎるから　（以下略）



　
「
オ
ー
・
ソ
レ
・
ミ
オ
」
は
イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ
民
謡
で
す
が
、
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー

の
歌
う
「
イ
ッ
ツ
・
ナ
ウ
・
オ
ア
・
ネ
ヴ
ァ
ー
」
は
タ
イ
ト
ル
と
歌
詞
が
違
う
だ
け
で
曲
は
全
く

同
じ
で
す
。

　
60
年
（
昭
和
35
年
）
３
月
、
陸
軍
を
除
隊
し
た
プ
レ
ス
リ
ー
が
最
初
の
録
音
で
歌
っ
た
曲
で
、

入
隊
前
プ
レ
ス
リ
ー
が
聴
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ベ
ル
カ
ン
ト
唱
法
（
オ
ペ
ラ
に
欠
か
せ
な
い

洋
楽
発
声
の
基
本
の
ひ
と
つ
）
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
レ
ス
リ
ー
に
こ
の
ベ
ル
カ
ン
ト
唱
法
を
教
え
た
の
は
、
同
じ
部
隊
に
い
た
チ
ャ
ー
リ
ー
・

ホ
ッ
ジ
と
い
う
歌
手
で
し
た
。
彼
は
プ
レ
ス
リ
ー
に
「
い
い
声
を
し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
無

理
な
発
声
法
を
し
て
い
る
の
？
」
と
問
い
か
け
る
と
プ
レ
ス
リ
ー
は
「
今
さ
ら
他
人
ヒ

ト

に
発
声
を
習

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
チ
ャ
ー
リ
ー
は
プ
レ
ス
リ
ー
の
発
声
の
先
生

を
買
っ
て
出
て
、
プ
レ
ス
リ
ー
は
ベ
ル
カ
ン
ト
唱
法
を
体
得
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ホ
ッ
ジ
は
、
プ
レ
ス
リ
ー
が
亡
く
な
る
そ
の
日
ま
で
彼
の
取
り
巻
き
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
プ
レ
ス
リ
ー
を
支
え
ま
し
た
。

　
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
「
イ
ッ
ツ
・
ナ
ウ
・
オ
ア
・
ネ
ヴ
ァ
ー
」
は
、
全
世
界
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で
二
千
万
枚
セ
ー
ル
ス
し
、
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
最
大
の
ヒ
ッ
ト
曲
と
な
り
ま
し
た
。

　
映
画
「
天
国
と
地
獄
」
の
な
か
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
で
流
れ
る

「
オ
ー
・
ソ
レ
・
ミ
オ
」
は
演
奏
だ
け
で
す
が
、
黒
澤
監
督
は
こ
の
曲
を
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス

リ
ー
が
「
イ
ッ
ツ
・
ナ
ウ
・
オ
ア
・
ネ
ヴ
ァ
ー
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
カ
バ
ー
を
し
て
い
る
の
を

知
っ
て
い
て
歌
入
り
の
ほ
う
を
本
当
は
使
用
し
た
か
っ
た
と
「
キ
ネ
マ
旬
報
」
で
語
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、「
映
画
の
な
か
の
時
代
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
（
現
実
性
）
を
持
た
そ
う
と
し
た
か
ら
で
は

な
い
か
」
と
ぼ
く
は
思
う
の
で
す
。

（
了
）

伸
　

平
成
24
年
１
月
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